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国平成
の

時
代

の

德n

り
に

会

長

能

村

研

三

平
成
三
十
一
年
、
平
成
最
後
と
な
る
新
年
を
迎
え
ま
し

た
。
千
葉
県
俳
旬
作
家
協
会
、
会
員
の
皆
様
新
年
あ
け
ま

し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

当
協
会
は
今
年
で
設
立
四
十
八
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
れ
も
偏
に
会
員
の
皆
様
に
よ
る
熱
意
あ
る
ご
支
援
の
賜

物
で
あ
る
と
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

本
県
の
俳
句
人
口
は
全
国
的
に
見
て
も

べ
ス
ト
5
に
入

る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
温
暖
な
気
候
と
豊
か
な
海
と

大
地
に
恵
ま
れ
、

俳
句
を
詠
む
環
境
に
最
も
恵
ま
れ
て
い

る
と
言
え
ま
す
が
、
地
形
が
広
く
県
都
千
葉
市
に

一
同
に

集
ま
る
の
は
中
々
困
難
で
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
を

踏
ま
え
な
が
ら
も
千
葉
県
全
体
の
俳
句
作
家
が
集
え
る
組

織
作
り
を
本
年
も
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、

こ
こ
数
年
の
会
員
数
は
お
蔭
様
で
微
増
な
が
ら

も
漸
減
傾
向
に
歯
止
め
を
か
け
て
お
り
ま
す
。
本
年
も
さ

ら
に
魅
力
あ
る
協
会
と
は
何
か
に
つ
い
て
考
え
、

実
践
し

て
行
き
た
い
と
思
つ
て
お
り
ま
す
。
会
員
が
増
え
る
こ
と

に
よ
り
色
々
な
考
え
の
方
と
話
し
合
え
る
こ
と
が
、

座
の

文
学
と
し
て
の
俳
句
に
は
必
要
で
す
。
そ
れ
に
加
え
て
、

人
と
の
つ
な
が
り
、
俳
句
を
通
し
て
行
き
会
つ
た
人
々
と

の
結
び
つ
き
こ
そ
が
自
分
自
身
の
視
野
を
広
げ
る
要
素
と

な
り
、
そ
れ
ら
を
実
践
し
て
い
く
こ
と
が
俳
句
作
り
に
い

そ
し
む
こ
と
に
な
っ
て
ゆ
く
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

是
非
皆
様
に
お
か
れ
て
も
、
お

一
人
お
一
人
が
お
仲
間
を

お
誘
い
い
た
だ
き
会
員
が
増
え
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

当
協
会
で
は
、
県
内
俳
壇
の
資
質
向
上
と
県
民
文
化
の

振
興
に
寄
与
す
る
た
め
、
「千
葉
県
俳
句
大
賞
」
を
設
け
、

今
年
で
四
回
目
と
な
り
、
山
崎
聰
さ
ん
の

『
流
沙
』

に
決

定
し
ま
し
た
。
今
回
対
象
と
な
っ
た
句
集
を
見
て
も
千
葉

県
俳
句
作
家
の
質
の
高
さ
層
の
厚
さ
に
驚
く
も
の
が
あ
り

ま
し
た
。

昨
年
開
催
さ
れ
た
県
民
俳
句
大
会
は
、
第
六
十
回
目
を

迎
え
、
「香
雨
」
主
宰
の
片
山
由
美
子
先
生
に
ご
講
演
を

い
た
だ
き
、
さ
ら
に
は
約
九
五
〇
組
、

二
〇
三
四
句
の
作

品
が
寄
せ
ら
れ
、

十
月
十
四
日
に
千
葉
市
市
民
会
館
で
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た

「少
年
少
女
の
部
」
今
回
は
八
六
四
名
の
小
中
学
生

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
当
日
は
一
部
父
兄
や
付
き
添
い
の

先
生
共
々
参
加
さ
れ
た
生
徒
さ
ん
の
初
々
し
い
姿
を
拝
見
し
、

俳
句
の
未
来
に
光
が
射
し
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。

第 1 8 8  号
〒261-0004
千葉市美浜区高洲

1-14-9-503
田所節子方

千葉県俳句作家協会
事 務 局
TEL 0 4 3 - 2 7 7 - 1 0 5 6

、、_

〒299-1143

君津市君津台2-8-4
石井紀美子方

「 真 木 」 編 集 部
TEL 0 4 3 9 - 5 2 - 6 2 5 4

目 次

新 ひ 千 第 第 大 第 巻
入 ろ 葉 四 四 賞 四 頭
会 ば 県 回 回 受 回 言
員 、 俳 千千賞千
一会壇葉葉句葉平
句 員 二 県 県 集 県 成
、著ユ俳俳 『 俳の
受書  1 句 句 流 句 時
贈紹 ス 大大沙大代
誌 介 : 賞 賞 』 賞 の
よ :  1 受 贈 山 決 終
り : 賞 賞 崎 ま り
、1 1 者 式  る に
事 1  1 の ・ 聰 .  .
務 1  1 こ 新  1 :
局 :  1 と 春 自 1 会
日 1  1 ば 交 選 1 長
誌 1 . 流 二 1

: 本 十 : 能

五  1 村

・  1  1  : 句 1 研

: : : : . . . :

1 3 1 2 9 8 6 3 2 1



第188号 千葉県俳句作家協会会報 平成31年2月25日 ( 2 )

、、_

選
考
委
員
は
俳
人
協
会
・
現
代
俳
句
協
会
・
伝
統
俳
句
協
会
の
三
団
体
で
当
協
会
所

属
の
作
家
た
ち
。
そ
れ
ぞ
れ
の
協
会
の
枠
を
超
え
た
真
剣
な
討
議
の
場
で
あ
る
。
更
に

広
く
県
内
の
俳
人
の
功
績
を
顕
彰
し
て
ゆ
き
た
く
、
来
期
も
奮
つ
て
の
皆
様
の
応
募
を

期
待
し
て
い
る
。

選
考
委
員

増

成

栗

人

◎
第
四
回

◎
第
四
回

◎
第
四
回

千
葉
県
俳
旬
大
賞

句
集

『
流

沙
』

山

崎

聰

本
阿
弥
書
店

（平
成
三
十
年
五
月
刊
）

千
葉
県
俳
句
大
賞

準
賞

句
集

『
ひ
か
り
の
器
』

望

月

晴

美

角
川
文
化
振
興
財
団

（平
成
三
十
年
十
月
刊
）

千
葉
県
俳
句
大
賞

奨
励
賞

句
集

『
草
上
集
』

渡

邊

啓

二

郎

本
阿
弥
書
店

（平
成
三
十
年
七
月
刊
）

千
葉
県
俳
句
作
家
協
会
で
は
千
葉
県
内
に
居
住
す
る
作
家
が
、
毎
年
十
二
月
一
日
よ

り
翌
年
の
十
一
月
末
日
ま
で
に
刊
行
さ
れ
た
句
集
を
対
象
に

「千
葉
県
俳
旬
大
賞
」
を

設
定
し
表
彰
を
行
な
っ
て
い
る
。
作
品
は
自
薦
・
他
薦
を
問
わ
ず
、
ま
た
当
協
会
に
加

盟
の
有
無
も
問
わ
ず
、
選
考
事
務
局
に
送
付
さ
れ
た
全
句
集
が
対
象
で
あ
る
。

本
年
は
十
八
冊
の
応
募
が
あ
り
、

そ
れ
そ
れ
の
作
家
に
そ
の
句
集
よ
り
二
十
旬
の
自

選
を
い
た
だ
き
、
そ
れ
を
前
も
っ
て
選
考
委
員
に
配
布
、
検
討
を
依
頼
し
た
。
昨
年
十

二
月
十
五
日

「沖
」
編
集
室
に
於
い
て
選
考
会
を
開
催
。
六
人
の
選
考
委
員
が
真
剣
に

討
議
を
重
ね
、
左
記
の
通
り
本
年
度
の
受
賞
句
集
を
決
定
し
た
。
一
冊
一
冊
に
洗
練
さ

れ
た
句
が
並
び
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
熱
の
籠
つ
た
真
摯
な
検
討
が
な
さ
れ
た
こ
と

を
付
記
し
て
お
き
た
い
。

◇

、、_
選

考

委

員

能

村

研

三

増

成

栗

人

三

枝

か
ず
を

塩
野
谷

仁

秋

尾

敏

村

上

喜
代
子

俳 句 大 賞 審 査 会
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童

心

の

か

す

か

な

ゆ

ら

ぎ

花

筏

全

景

は

ほ

た

る

ぶ

く

ろ

の

中

に

こ

そ

寒
一蝉

の

鳴

き

尽

し

た

る

あ

と

の

空

蓑

虫

の

き

の

う

を

い

ま

だ

ひ

き

ず

り

て

に

っ
ぼ

ん

の
う

す

ぐ

ら

い

と

こ

ろ

か

ら

蝶

戦

争

と

敬

老

の

日

の

三

輪

車

晩

節

は

花

野

に

眼

鏡

置

く

よ

う

な

火

男

も

い

る

十

一

月

の

カ

レ

ン

ダ

I

正

月

と

い

う

は

さ

び

し

き

紙

の

舟

刃

物

屋

に

少

年

二

人

雪

が

降

る

蛇

穴

に

入

り

た

る

あ

と

の

人

の

く

ら

し

す

こ

し
い

び

っ
こ

れ

が

昭

和

の
お

ぼ

ろ

月

父

の

日

の

父

と

活

断

層

の

真

上

し

か

し

あ

る

い

は

そ

れ

ゆ

え

に

重

信

忌

炎

天

の

崩

れ

る

音

と

し

て

加

齢

そ

れ

か

ら

の
お

と

こ

の
く

ら

し

赤

と

ん

ぼ

流

星

の

墜

ち

ゆ

く

さ

き

を

修

羅

と

い

う

ほ

の

あ

か

き

い

の

ち

も

見

え

て

檀

の

実

落

葉

焚

縄

文

す

で

に

し

て

滅

ぶ

雪

国

を

出

て

か

ら

お

も

う

雪

の

山

八
千
代
市
在
住
。
「響
始
」
主
宰
・
現
代
俳
句
協
会
顧
間
。
句
集

『
海
紅
』

『
無
帽
』

『
北
斗
』

『
飛
白
』

『
忘
形
』

『
荒
星
』

『
遠
望
』
・
著
書

『
自
解
一
五

〇
句
選
』

『
季
語
の
あ
る
風
景
』

『
続
・
季
語
の
あ
る
風
景
』

『
喜
八
俳
句
覚

え
書
』

『
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
に
よ
ろ
し
く
』

他
。
昭
和
六
年
栃
木
県
生
れ
。

山

句
集

『
流

沙
』

崎

聰

自
選
二
十
句
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福

寿

草

天

与

の

金

の

か

が

や

き

に

春

の

雪

春

に

め

ざ

め

し

も

の

の

上

心

ま

だ

阿

修

羅

に

あ

り

て

落

花

浴

ぶ

贈

ら

れ

て

カ
ー

ネ

ー

シ
ョ

ン
の

あ

る

暮

し

生

く

る

と

は

力

出

し

き

る

土

用

波

ゆ

つ
く

り

と

闇

が

濃

く

な

る

白

菖

蒲

白

地

着

て

俗

念

す

こ

し

遠

く

せ

り

と

つ

ぜ

ん

に

子

の

一
家

来

る

豆

御

飯

地

球

儀

に

子

の

居

場

所

知

る

夜

の

秋

葬

と

い

ふ

不

思

議

な

活

気

水

木

咲

く

海

と

い

ふ

ひ

か

り

の

器

鳥

渡

る

秋

袷

着

る

鏡

中

に

は

つ

と

亡

母

ち

ぐ

は

ぐ

に

着

て

秋

寒

の

庭

い

ぢ

り

幾

重

に

も

山

あ

る

安

堵

冬

紅

葉

水

餅

の

白

を

預

か

る

水

し

づ

か

今

日

は

今

日

の

力

尽

し

て

冬

の

蝶

雪

掻

き

す

白

に

と

て

つ

も

な

き

重

さ

大

寒

の

こ

こ

ろ

に

楔

強

く

打

つ

消

す

こ

と

が

ち

よ

つ
と

快

感

師

走

メ

モ

水

位

満

つ
ご

と

年

の

夜

の

来

た

り

け

り

あ

あ

五

月

草

上

に

し

て

樹

下

に

し

て

こ

の

大

き

麦

秋

の

野

の

風

を

見

よ

又

修

を

握

ぎ

ら

せ

て
一一・e

る

夏

の

れ

ん

で

で

虫

の

葉

の

裏

に
一一・e

る

重

さ

か

な

も

て

余

す

真

昼

の

広

さ

桐

が

咲

き

梅

雨

の

川

水

押

さ

へ
合

ひ

押

さ

へ
あ

ひ

眼

に

映

る

世

界

ゆ

ら

ゆ

ら

蜻

蛉

生

ま

る

日

時

計

に

触

れ

炎

天

の

時

に

触
・

れ

睡

蓮

の

余

せ

し

水

の

無

聊

か

な

刈

り

残

す

草

一

叢

は

虫

の

も

の

蓑

虫

が

蓑

褒

め

合

う

て

る

る

日

和

一

枚

の

板

を

渡

せ

り

十

三

夜

実

石

榴

や

完

璧

を

期

し

且

つ

怠

け

橋

渡

る

都

鳥

飛

ぶ

明

る

さ

に

人

の

身

の

灯

に

持

つ

影

や

近

松

忌

多

喜

二

忌

の

雨

中

央

区

に

千

代

田

区

に

物

の

芽

や

木

を

渡

り

ゆ

く

風

の

使

者

若

草

に

ふ

れ

指

ぬ

れ

し

か

と

思

ふ

永

き

日

の

ま

た

立

ち

騒

ぐ

鷲

鳥

か

な

朽

舟

に

足

か

け

ゆ

ら

す

四

月

尽
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句
集

『
ひ
か
り
の
器
』

望

月

晴

美

自
選
二
十
句

市
川
市
在
住
。
「沖
」
同
人
、

「沖
」

珊
瑚
賞
・
功
労
賞
受
賞
。
俳
人
協
会

9
能

議
』

流
的
f
n
整
9員
。

新
京
生
れ
。

句
集

『
草
上
集
』

渡
邊
啓
二
郎

自
選
二
十
句

船
橋
市
在
住
。
「
萬
緑
」
同
人
・
同
誌

運
営
委
員
。
学
習
院
大
学
国
文
科
卒

業
。
昭
和
四
年
束
京
都
生
れ
。
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奨
励
賞
句
集

『
草
上
集
』

選
評

村

上

喜
代
子

跋
に

「一
家
一
集
を
以
つ
て
足
る
」
と
あ
る
こ
の
句
集
は
渡
邊
啓
二

郎
氏
の
生
涯
一
句
集
で
あ
る
。
章
立
て
も
な
く
作
句
年
も
記
さ
ず
、

一

句
集
が
一
編
の
詩
の
よ
う
に
編
集
さ
れ
て
い
る
。
日
本
の
山
川
草
木
に

注
が
れ
る
眼
差
し
は
易
し
く
そ
の
語
り
口
は
静
か
で
あ
る
が
、

中
村
草

田
男
を
師
と
す
る
作
者
の
瑞
々
し
い
抒
情
が
心
地
良
い
。

「草
上
集
の

こ
の
国
に
住
み
た
い
」
と
外
国
の
友
人
に
言
わ
れ
た
と
い
う
。

九
十
歳

に
し
て
こ
の
若
々
し
い
諷
詠
の
心
に
学
ぶ
こ
と
は
多
い
。

準
賞
句
集

『
ひ
か
り
の
器
一一一
選
評

三

枝

か
ず
を

望
月
晴
美
氏
の
作
品
は
全
体
に
平
明
で
詩
情
が
あ
る
。
特
に

「ゆ
つ

く
り
と
闇
が
濃
く
な
る
白
菖
蒲
」
「海
と
い
ふ
ひ
か
り
の
器
鳥
渡
る
」

「水
餅
の
白
を
預
か
る
水
し
づ
か
」
な
ど
、

優
れ
た
作
品
と
し
て
共
感

を
持
つ
た
。
「亡
母
」
を
は
は
と
読
ま
せ
た
り
、
「水
位
満
つ
ご
と
」
な

ど
の
表
現
は
一
考
を
要
す
る
が
、

身
近
な
素
材
を
丁
寧
に
詠
ん
で
い
て

好
感
が
持
て
る
。
迷
わ
ず
一
誌
に
学
び
、

よ
き
師
に
つ
い
て
精
進
さ
れ

た
姿
勢
と
力
量
に
敬
意
を
表
し
、
さ
ら
な
る
発
展
を
期
待
し
て
い
る
。

第
四
回
千
葉
県
俳
句
大
賞
選
評

大
賞
句
集

『
流
沙
』

選
評

能

村

研

三

山
崎
聰
先
生
に
初
め
て
お
会
い
し
た
の
は
、

昭
和
五
十
九
年
の
秋
、

清
澄
山
の
宿
坊
で
あ
る
。
私
は
超
結
社
の
メ
ン
バ
ー
と
吟
行
に
行
つ
た

時
で
、
こ
の
時
同
じ
宿
坊
に
は
和
知
喜
八
先
生
、
山
崎
聰
先
生
を
は
じ

め
と
す
る

「響
燈
」
の
鍛
練
会
の
皆
さ
ん
が
お
ら
れ
た
。

第
七
句
集

『
流
沙
』

は
五
年
間
の
作
品
を
纏
め
ら
れ
た
も
の
。
山
崎
先
生
は

「俳

句
は
つ
ま
り
人
間
。
人
間
が
俳
句
を
高
め
、
俳
句
が
人
間
を
押
し
上
げ

る
」
と
言
わ
れ
る
。
「一
切
放
下
と
は
北
風
の
中
の
浮
標
」
「正
月
と
い

う
は
さ
び
し
き
紙
の
舟
」
な
ど
八
十
七
歳
の
老
境
の
域
に
入
り
な
が
ら

も
今
を
新
た
に
問
い
直
す
姿
勢
は
す
ば
ら
し
い
。

第 4回  千葉県俳句大賞選考対象句集

番号 賞 句 集 名 著 者 刊行年月日 刊行出版社 住 所 所属結社

1 双 曲 線 佐々木 群 H29.12.20 束京四季出版 市川市 沖

2 大 楽 大 関  靖 博 H30. 7. 5 ふらんす堂 習志野市 轍主宰

3 旅 山 崎  幸 子 H30. 4. 4 本阿弥書店 千葉市 好日

4 ピアノの蓋 滝 口  滋 子 H30. 9. 1 ふらんす堂 木更津市 いには

5 風 の 声 多胡 た か し H29.12.22 文學の森 流山市 あざみ

6 奨励資 草 上 集 渡邊啓二郎 H30. 7.31 本阿弥書店 船橋市 萬緑

7 旬 日 大沢美智子 H30. 7.30 本阿弥書店 習志野市 沖

8 峰 雲 杉 本  光 祥 H30. 7. 1 8 本阿弥書店 柏市 沖

9 花 信 内 田  聰 子 H30. 9.20 本阿弥書店 市原市 狩

10 高木一惠句集 高 木  一 惠 H30. 5. 1 8 角川文化振興財団 船橋市 海程

11 大 置 流 沙 山 崎  聰 H30. 5.18 本阿弥書店 八千代市 響燈主宰

12 ひとり遊び 小 澤  冗 H30. 9.15 俳句アトラス 松戸市 鴻

13 潦 尾 形  誠 山 H30. 3.10 飯塚書店 千葉市 ろんど

1 4 水 平 線 中 嶋  三 雄 H30. 5. 1 5 東京四季出版 松戸市 好日

15 薄つくし 大 平  芳 江 H30.10.11 東京四季出版 我孫子市 予感

16 真 清 水 前 澤  宏 光 H30. 3. 1 文學の森 千葉市 山暦

17 準 資 ひかりの器 望 月  晴 美 H30.10.25 角川文化振興財団 市川市 沖

1 8 銀(しろがね) 西 山  春 文 H30. 4. 1 ふらんす堂 八千代市 狩

l、一

l、一
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受 賞 者 記 念 撮 影

左より 望月晴美・山崎 聰・能村会長・渡邊啓二郎の各氏

【新
春
交
流
俳
句
会

一

俳
句
大
賞
の
贈
賞
式
に
引
き
続
き
、
同
じ
会
場
で
俳
句

会
が
開
催
さ
れ
た
。
司
会
進
行
は
秋
尾
敏
理
事
長
で
い
つ

も
通
り
穏
や
か
な
雰
囲
気
で
行
わ
れ
た
。
出
句
は
事
前
に

当
季
雑
詠
二
句
を
担
当
ま
で
送
り
、
計
一
六
二
句
が
集
ま
っ

た
。
選
は
役
員
、
理
事
の
十
句
選
を
当
日
持
ち
寄
つ
た
。

今
年
は
上
位
十
五
名
が
'

入
賞
と
な
っ
た
。
ま
た
、
役
員
の

特
選
者
に
は
役
員
染
筆
の
短
冊
が
贈
ら
れ
る
。
披
講
は
加

藤
峰
子
理
事
と
村
上
喜
代
子
理
事
が
お
こ
な
っ
た
。

披
講
の
あ
と
、
特
選
者
へ
の
短
冊
贈
呈
が
お
こ
な
わ
れ
、

入
賞
者
に
は
賞
品
が
授
与
さ
れ
た
。
最
後
に
会
長
お
よ
び

副
会
長
か
ら
の
講
評
が
あ
っ
た
。

【特

選

句
】

三
枝
青
雲
顧
問
特
選

記
紀
よ
り
の
空
を
拡
げ
て
蒼
鷹

能
村
研
三
会
長
特
選

記
紀
よ
り
の
空
を
拡
げ
て
蒼
鷹

三
枝
か
ず
を
副
会
長
特
選

木
守
柿
い
つ
も
日
暮
れ
を
待
つ
て
る
る

増
成
栗
人
副
会
長
特
選

記
紀
よ
り
の
空
を
拡
げ
て
蒼
鷹

徳
吉
洋
二
郎

徳
吉
洋
二
郎

高
橋

健
文

徳
吉
洋
二
郎

平成31年2月25日 ( 6 )

【贈

賞

式
】

第
四
回
千
葉
県
俳
句
大
賞
贈
賞
式
は
、
平
成
三
十
一
年

二
月
十
一
日
午
後
一
時
よ
り
開
催
。
司
会
は
秋
尾
敏
理
事

長
。
能
村
研
三
会
長
の
挨
拶
の
後
、

大
賞
担
当
の
村
上
喜

代
子
理
事
が
選
考
過
程
を
説
明
。
今
回
は
十
八
冊
の
句
集

が
対
象
。
選
考
委
員
六
名
で
審
議
の
結
果
、
大
賞
・
山
崎
聰
、

準
賞
・
望
月
晴
美
、

奨
励
賞
・
渡
邊
啓
二
郎
の
各
氏
に
決

定
と
報
告
。
各
受
賞
者
へ
賞
状
と
花
束
が
贈
呈
さ
れ
た
。

祝
辞
は
大
賞
と
奨
励
賞
の
出
版
一一ル
・
本
阿
弥
書
店
の
安

田
ま
ど
か
氏
、
準
賞
の
句
集
の
出
版
元
・
角
川
文
化
振
興

財
団
の
平
澤
直
子
氏
よ
り
戴
く
。

本
賞
へ
の
関
心
が
徐
々
に
高
ま
り
つ
つ
あ
る
こ
と
は
喜

ば
し
い
。
し
か
し
、
本
賞
は
、
自
薦
他
薦
に
拘
わ
ら
ず
、

句
集
に
加
え
作
者
本
人
か
ら
の
自
選
二
十
句
の
提
出
が
応

募
条
件
で
あ
る
。
今
後
、

こ
の
点
の
周
知
を
含
め
、
優
れ

た
労
作
が
審
査
対
象
か
ら
漏
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
配
慮

す
る
こ
と
が
課
題
と
し
て
残
さ
れ
た
。

（
佐
藤
映
二

記
）

俳 句 会 風 景
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塩
野
谷
仁
副
会
長
特
選

記
紀
よ
り
の
空
を
拡
げ
て
蒼
鷹

秋
尾
敏
理
事
長
特
選

冬
花
火
海
の
音
し
て
開
き
た
る

川
合
憲
子
副
理
事
長
特
選

冬
-a
も
詩
心
も
ぢ
つ
と
動
か
ざ
り

田
所
節
子
事
務
局
長
特
選

冬
花
火
海
の
音
し
て
開
き
た
る

徳
吉
洋
二
郎

川
合

意
子

管
谷
た
け
し

川
合

憲
子

入
資
者
と
代
表
作
品

（
二
句
合
計
得
点
、
〇
数
字
は
順
位
、
一
旬
の
み
記
す
）

①
寒
禽
の
ひ
ら
り
と
山
を
尖
ら
せ
る

17
点中
村

世
都

②
記
紀
よ
り
の
空
を
拡
げ
て
蒼
鷹

11
点徳
吉
洋
二
郎

③
木
守
柿
い
つ
も
日
暮
れ
を
待
つ
て
る
る

10
点高
橋

健
文

④
冬
耕
の
鍬
は
大
地
を
眠
ら
せ
ず

10
点中
屋
ゆ
ず
る

⑤
ど
さ
と
置
く
光
ま
み
れ
の
冬
野
菜

10
点石
橋
み
ち
こ

⑥
冬
花
火
海
の
音
し
て
開
き
た
る

9
点川
合

意
子

⑦
一
木
に
一
念
雪
の
降
り
は
じ
む

9
点望
月

百
代

⑧
鎌
倉
に
文
士
眠
ら
せ
寒
椿

9
点栗
坪

和
子

⑨
静
か
な
る
沼
一
枚
の
淑
気
か
な

9
点染
谷

卓

⑩
ご
ま
め
炒
る
千
の
眼
を
泳
が
せ
て

8
点本
池
美
佐
子

⑪
長
生
き
も
誤
算
の
ひ
と
つ
お
で
ん
食
ぶ

8
点藤
井

元
基

⑫
大
冬
木
枝
の
先
ま
で
力
溜
め

8
点多
胡
た
か
し

⑬
掌
に
つ
つ
む
土
鈴
の
ぬ
く
み
冬
ざ
く
ら

8
点谷
本

元
子

⑭
茶
の
咲
い
て
夕
オ
ル
干
し
あ
る
医
院
裏

7
点田
所

節
子

⑤
元
旦
の
空
青
か
り
き
硬
か
り
き

7
点岩
瀬

と
よ

【新
春
交
流
祝
賀
会
】

俳
句
会
が
順
調
に
終
り
、

祝
賀
会
は
予
定
時
間
よ
り
早

め
に
始
ま
っ
た
。
川
合
憲
子
副
理
事
長
の
司
会
で
、

ま
ず

秋
尾
敏
理
事
長
の
乾
杯
で
幕
が
開
い
た
。

し
ば
ら
く
歓
談
の
後
、

俳
句
大
賞
受
賞
者
の
山
崎
聰
さ

ん
、
準
賞
受
賞
の
望
月
晴
美
さ
ん
お
よ
び
奨
励
賞
の
渡
邊

役員4氏の特選 :資受賞の德吉洋二郎氏

談
笑
の
皆
さ
ん

昭
和
一

桁
生
れ
の

皆
さ
ん
に
て

「紀
元
節
」
を
熱
唱

啓
二
郎
さ
ん
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。
引
き
続
き
、
受
賞
者
の

紹
介
に
移
り
、
大
賞
の
山
崎
さ
ん
に
つ
い
て
は
秋
尾
敏
理

事
長
が
、
準
賞
の
望
月
さ
ん
に
っ
い
て
は
能
村
研
三
会
長

が
、
奨
励
賞
の
渡
邊
さ
ん
に
つ
い
て
は
石
橋
み
ち
こ
理
事

よ
り
そ
れ
ぞ
れ
話
が
あ
っ
た
。

祝
賀
会
も
半
ば
に
な
る
と
和
や
か
に
な
り
、
司
会
者
の

川
合
さ
ん
の
指
名
で
増
成
副
会
長
が
お
得
意
の
す
こ
し
く

だ
け
た
歌
を
披
露
さ
れ
た
。
続
い
て
若
手
の
前
北
か
お
る

理
事
も
歌
を
。
そ
し
て
す
ず
き
巴
里
理
事
の
音
頭
で

「四

季
の
歌
」
を
全
員
で
合
唱
。
若
手
に
負
け
て
い
ら
れ
な
い

と
、
三
枝
副
会
長
が
昭
和
一
桁
の
人

（84
歳
以
上
）
を
集

め
て
、

「紀
元
節
」
の
歌
を
合
唱
し
て
大
い
に
盛
り
上
が

り
、
全
員
大
満
足
の
上
お
開
き
と
な
っ
た
。

（新
春
交
流
会
記

松
本
よ
し
彦
・
撮
影
細
根

粟
）



平成31年2月25日 ( 8 )千葉県俳句作家協会会報第188号

大

賞

山

崎

聰

に
云
つ
て
、
そ
れ
が
俳
句
と
い
う
か
た
ち
に
な
っ
て
い
る

と
い
う
の
が
い
ち
ば
ん
い
い
の
だ
ろ
う
。

今
い
ち
ば
ん
怖
れ
て
い
る
の
は
、
自
分
の
パ
タ
ー
ン
に

陥
る
こ
と
。
つ
ま
り
無
意
識
の
う
ち
に
、

か
つ
て
の
自
分

の
句
を
な
、ぞ
っ
て
し
ま
う
こ
と
で
あ
る
。
案
外
自
分
で
は

気
が
付
か
な
い
こ
と
が
多
い
か
ら
余
計
怖
い
。
そ
れ
と
あ

と
は
健
康
で
あ
る
。

大
賞
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

と
思
つ
て
お
り
ま
す
。

ほ
ん
と
う
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

奨

励

賞

渡

邊

啓
二
郎

俳
句
と
は
何
か
、

何
を
書
く
の
が
俳
句
な
の
か
、

こ
ん

な
こ
と
を
い
つ
も
自
問
自
答
し
な
が
ら
、
六
十
年
俳
句
を

書
い
て
い
る
。
明
確
な
答
は
、
多
分
生
涯
出
ま
い
と
思
い

な
が
ら
。
常
に
そ
う
い
う
こ
と
を
考
え
な
が
ら
俳
句
を
書

き
続
け
る
こ
と
自
体
が
、

そ
の
答
な
の
か
も
知
れ
な
い
。

俳
句
と
は
何
か
を
考
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
既
に
あ
る

俳
句
と
い
う
型
に
あ
て
は
め
て
書
い
て
し
ま
う
こ
と
へ
の

戒
め
で
も
あ
る
。
俳
句
は
こ
れ
で
い
い
の
か
、

こ
れ
で
も

俳
句
な
の
か
を
自
分
に
問
い
な
が
ら
書
く
。
俳
句
が
あ
っ

て
自
分
が
あ
る
の
で
は
な
い
。
自
分
が
あ
っ
て
、

自
分
の

思
い
が
あ
っ
て
俳
旬
が
あ
る
こ
と
を
自
分
に
云
い
聞
か
せ

な
が
ら
俳
句
を
書
い
て
ゆ
き
た
い
と
思
つ
て
い
る
。

ま
も
な
く
八
十
八
歳
、
い
よ
い
よ
正
念
場
で
あ
る
。
な

り
ふ
り
構
わ
ず
思
い
の
た
け
を
俳
句
に
叩
き
つ
け
る
し
か

な
い
。
毀
誉
褒
貶
は
一
切
気
に
せ
ず
、

ひ
た
す
ら
自
分
の

信
ず
る
道
を
突
き
進
む
こ
と
に
徹
し
た
い
。

俳
句
と
い
う
文
芸
は
、
自
分
の
云
い
た
い
こ
と
を
勝
手

準

賞

望

月

晴

美

こ
の
た
び
千
葉
県
俳
句
大
賞
準
賞
と
の
御
通
知
を
受
け

大
変
び
っ
く
り
い
た
し
ま
し
た
。

ほ
ん
と
う
に
光
栄
な
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第

一
句
集

『
盛
海
』

の
あ
と
、

あ
っ
と
い
う
間
に
十
四

年
。
主
宰
の
お
許
し
を
得
て
、

そ
の
あ
と
の
身
辺
の
感
動

や
体
験
等
を
中
心
に
し
ぼ
っ
て
、
第
二
句
集

『
ひ
か
り
の

器
』

と
し
て
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

「人
生
の
表
現
と
し
て
俳
句
を
選
び
、

恋
愛
、

結
婚
、

育
児
な
ど
を
俳
句
に
表
現
し
得
た
人
は
す
ば
ら
し
い
し
、

り
っ
ば
だ
」
と
指
導
し
て
下
さ
っ
た
能
村
登
四
郎
先
生
、

林
翔
先
生
、

能
村
研
三
先
生
の
お
言
葉
に
ど
れ
だ
け
近
づ

け
た
か
は
心
許
無
い
お
も
い
で
お
り
ま
す
が
。
こ
れ
か
ら

も
常
に
、
と
き
め
く
心
を
失
な
わ
な
い
よ
う
に
し
て
、

く

ら
し
に
俳
句
の
あ
る
こ
と
で
心
豊
か
に
生
き
て
行
き
た
い

句
集
の
跋
に
書
き
ま
し
た
様
に
、
七
月
に
上
梓
い
た
し

ま
し
た

『
草
上
集
』

は
、

私
の
唯
一
の
そ
う
し
て
九
十
年

生
涯
の
一
集
で
あ
り
ま
す
。

其
の
私
の
分
身
の
様
な
集
に
御
目
を
止
め
ら
れ
、
賞
を
下

さ
い
ま
す
と
い
う
こ
と
は
大
層
有
り
難
い
こ
と
に
存
じ
ま
す
。

第
一
声
と
し
て
心
よ
り
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

ま
と
め
ま
し
た
四
二
二
句
は
、

余
り
に
も
片
寄
つ
た
作

風
で
は
な
い
か
、

人
生
・
社
会
に
背
を
向
け
過
ぎ
て
は
い

な
い
か
と
の
御
批
判
を
受
け
は
し
な
い
か
と
恐
れ
ま
す
。

然
し
、
理
知
が
主
導
し
て
作
ら
れ
た
作
品
は
殆
ん
ど
落
し

ま
し
た
の
で

-
そ
れ
ら
の
作
品
は
、
そ
の
時
は
或
い

は
会
心
或
い
は
自
負
自
大
の
悦
び
を
作
者
に
持
た
せ
ま
す

け
れ
ど
も
、

時
を
隔
て
ま
す
と
、
そ
の
青
臭
さ
に
顔
を
赤

ら
め
ず
に
は
居
ら
れ
ま
せ
ん

-
人
生
訓
・
社
会
性
の

作
品
は
残
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

戦
終
り
し
飢
軽
や
か
や
風
知
草

多
喜
二
忌
の
雨
中
央
区
に
千
代
田
区
に

菱
紅
葉
め
ぐ
ら
せ
天
子
病
み
た
ま
ふ

こ
れ
等
情
か
ら
生
ま
れ
た
作
品
は
残
り
ま
し
た
。

そ
う
い
っ
た
気
持
ち
で
編
ん
だ

『
草
上
集
』

に
、

私
は

満
足
し
て
居
ま
す
。
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l、一

、、_

⑱
秋
の
水
飲
む
度
に
あ
る
尾
の
疼
き

羽
村
美
和
子

⑲
名
水
の
秋
の
光
を
掬
い
取
る

橋
口

久
子

⑳
さ
や
け
し
や
生
き
た
水
吐
く
上
総
掘
り

大
澤
ひ
ろ
み

（「現
代
俳
句
千
葉
」
一
三
一
号
よ
り
）

⑭
い
に
は
野
に
煙
の
匂
ひ
田
仕
舞
す

⑤
萩
尾
花
風
を
一
つ
に
し
て
ゐ
た
り

吉
永
寿
美
子

増
成

栗
人

（川
合
憲
子
記
）

日
本
伝
統
俳
句
協
会
・
関
東
支
部
大
会

千
葉
県
現
代
俳
句
協
会
秋
の
吟
行
会

レ
ト
口
な
城
下
町

「君
津
市
久
留
里
」巡
り

千
葉
県
現
代
俳
句
協
会
の
秋
の
吟
行
会
が
平
成
三
十
年

十
月
二
十
九
日

（月
）
、

「平
成
の
名
水
百
選
」
の
地
、

君

津
市
久
留
里
の
町
を
吟
行
地
に
、
六
十
三
名
の
参
加
者
を

得
て
、

上
総
地
域
交
流
セ
ン
夕
I
に
て
行
わ
れ
た
。

【一
～
二
十
位
入
賞
者
作
品
】

（
二
句
の
う
ち
一
句
）

①
儒
者
も
一
ゐ
る
井
戸
掘
り
も
る
る
秋
う
ら
ら

檜
垣

梧
樓

②
一9一一一来
て
人
来
て
神
の
水
を
飲
む

高
野

春
子

③
山
栗
の
獣
臭
き
を
拾
ひ
け
り

高
橋

健
文

④
秋
城
下
ひ
ね
も
す
水
の
よ
く
し
ゃ

べ
る

村
田

満
枝

⑤
名
水
の
桶
一
杯
に
秋
の
空

広
上

あ
い

⑥
久
留
里
線
つ
ぎ
の
停
車
は
小
春
で
す

保
坂

末
子

⑦
横
井
戸
は
秋
思
の
暗
さ
真
勝
寺

石
井
紀
美
子

③
釣
瓶
な
き
滑
車
の
孤
独
小
六
月

片
岡
伊
つ
美

⑨
水
脈
と
い
う
弾
力
秋
の
交
差
点

市
川

唯
子

⑩
房
総
の
臍
く
る
り
く
る
り
と
秋
日
傘

池
田

博
臣

⑪
新
豆
腐
久
留
里
は
水
の
美
き
町

中
里

結

⑫
名
水
は
名
水
の
音
茶
の
咲
け
り

木
之
下
み
ゆ
き

⑱
水
は
こ
ろ
こ
ろ
上
総
の
秋
は
や
わ
ら
か
い

秋
尾

敏

⑭
秋
光
が
久
留
里
の
秘
話
を
掘
り
起
す

山
口

明

⑤
鳥
わ
た
る
時
間
が
見
え
る
水
の
町

長
演

聰
子

⑩
秋
う
ら
．
ら
振
舞
水
の
よ
く
喋
る

加
藤

法
子

⑰
小
春
日
や
異
国
に
も
あ
り
上
総
掘
り

渡
辺

澄

俳
人
協
会
千
葉
県
支
部
秋
季
吟
行
会

俳
人
協
会
千
葉
県
支
部
主
催
の
第
二
十
三
回
秋
季
吟
行

会
が
、
平
成
三
十
年
十
月
三
十
一
日

（水
）
八
千
代
市
新

川
周
辺
を
吟
行
地
に
、

八
千
代
市
市
民
会
館
小
ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
た
。
当
日
は
穏
や
か
な
秋
日
和
の
下
、
一
〇
八

名

（
二
一
六
句
）
が
参
集
し
た
。

十
三
時
三
十
分
仲
村
青
彦
幹
事
の
司
会
で
開
会
。
増
成

栗
人
支
部
長
の
挨
拶
に
続
き
、

伊
藤
素
広
事
務
次
長
の

「俳
句
は
や
さ
し
い
か
、
そ
れ
と
も
、
む
ず
か
し
い
か
」
の

講
演
。
十
六
時
四
十
分
、
村
上
喜
代
子
副
支
部
長
の
閉
会

の
辞
で
終
了
。

①
ど
こ
ま
で
も
あ
を
ぞ
ら
蒲
の
絮
と
ん
で

伊
藤

素
広

②
淋
し
さ
の
澄
み
き
つ
て
ゐ
る
返
り
花

丸
澤

孝
子

③
雲
遠
く
も
の
み
な
遠
く
草
の
花

川
合

憲
子

④
届
か
ね
ば
無
性
に
欲
し
き
鳥
瓜

原

瞳
子

⑤
ち
か
ち
か
と
風
が
か
が
や
く
花
真
菰

仲
村

青
彦

⑥
は
た
は
た
を
捕
へ
そ
こ
ね
し
空
の
色

荒
井

和
昭

⑦
川
風
に
秋
が
流
れ
て
行
き
さ
う
な

追
川

信
子

⑧
筆
塚
に
い
ろ
は
紅
葉
の
ち
り
ぬ
る
を

田
中

清
之

⑨
秋
水
の
一一n:-一る
と
こ
ろ
魚
の
影

高
柳

ち
え

⑩
身
に
し
む
や
小
さ
く
積
ま
れ
し
百
度
石

千
葉

栄
子

⑪
川
に
浴
ひ
森
を
め
ぐ
り
て
秋
惜
し
む

市
橋

聰
子

⑫
日
和
よ
き
こ
と
が
な
に
よ
り
草
紅
葉

村
上
喜
代
子

⑬
釣
道
具
置
か
れ
し
ま
ま
に
小
春
凪

井
上

宏
子

期
日

平
成
三
十
年
十
一
月
十
一
日
（日
）

会
場

成
田
山
信
徒
会
館

秋
尾

敏
特
選

降
り
か
か
る
木
の
葉
金
色
月
の
句
碑

田
丸

千
種

笹
鳴
と
二
人
法
師
の
小
径
か
な

森
重

翠
鳥

等
外
の
鉢
見
当
ら
ず
菊
花
展

塩
野
谷
慎
吾

稲
畑
廣
太
郎
特
選

木
の
葉
散
る
土
に
も
ど
れ
ぬ
石
畳

松
本

住
江

文
字
消
え
て
な
ほ
冬
ぬ
く
き
虚
子
の
句
碑

鈴
木

南
子

結
界
を
越
え
し
落
葉
の
ひ
と
り
言

細
根

粟

大
木
さ
つ
き
特
選

山
茶
花
や
法
鼓
の
届
く
芭
蕉
句
碑

鈴
木
さ
と
み

文
字
消
え
て
な
ほ
冬
ぬ
く
き
虚
子
の
句
碑

鈴
木

南
子

時
雨
忌
を
前
に
海
老
さ
ま
縁
寺

高
橋
ま
ゆ
み

大
久
保
白
村
特
選

日
当
た
り
て
金
色
と
な
る
冬
の
蠅

抜
井

諒
一

冬
滝
や
生
命
力
の
ほ
と
ば
し
る

秋
廣
こ
の
み

賽
箱
へ
一
ド
ル
紙
幣
小
六
月

歌
代

美
遥

三
枝
か
ず
を
特
選

水
の
画
布
得
し
一
山
の
冬
紅
葉

向
阪

由
紀

千
歳
飴
下
げ
て
始
ま
る
一
代
記

上
杉

良
身

久
闊
の
君
の
来
て
を
り
帰
り
花

飯
塚

咲
子

星
野
高
士
特
選

亀
の
池
亀
減
つ
た
ら
し
十
一
月

石
丸

雄
介

日
当
り
て
金
色
と
な
る
冬
の
--電

抜
井

諒
一

綿
虫
に
て
の
ひ
ら
熱
す
ぎ
は
せ
ぬ
か

抜
井
．

諒
一
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増
成
栗
人
特
選

綿
虫
に
て
の
ひ
ら
熱
す
ぎ
は
せ
ぬ
か

抜
井

諒
一

俳
縁
は
仏
縁
に
似
て
冬
ぬ
く
し

佳
田

翡
翠

七
堂
の
狭
間
を
飾
る
菊
花
展

五
井
野
照
秀

（千
葉
部
会
長
・
佳
田
翡
翠

記
）

④
小
春
日
の
恵
み
を
夜
具
に
集
め
け
り

牧
水

元
喜

⑤
噛
み
合
は
ぬ
会
話
も
良
夜
老
夫
婦

荏
原
由
利
子

（流
山
俳
句
協
会

小
泉
欣
也
報
）

市
原
市
文
化
祭
俳
句
大
会

第
六
十
四
回
流
山
市
文
化
祭
俳
句
大
会

流
山
俳
句
協
会

（会
長
北
川
昭
久
）
は
、
平
成
三
十
年

度
流
山
市
文
化
祭
に
参
加
し
、
少
年
少
女
俳
句
大
会
表
彰

式
を
十
一
月
三
日

（土
）
に
、

一
般
の
部
の
俳
句
大
会
を

四
日

（日
）
に
そ
れ
ぞ
れ
行
つ
た
。

一
、
第
十
六
回
流
山
市
少
年
少
女
俳
句
大
会
表
彰
式

小
学
校
十
六
校

（
二
一
一
五
三
名
・
五
〇
一
三
句
）
、

中

学
校
九
校

（三
一
四
〇
名
・
八
二
三
二
句
）
の
一
万
句
を

超
え
る
応
募
の
中
か
ら
、
入
賞
者
が
決
ま
っ
た
。

①
市
長
賞

②
市
議
会
議
長
賞

③
教
育
長
賞
ま
で
を
掲
載
。

小
学
生
の
部

①
S
L
が
強
い
雷
雨
に
立
ち
向
う

塩
田

空
蒼

②
水
草
の
う
ら
に
か
が
や
く
め
だ
か
の
目

甲
斐

愛
菜

③
ア
マ
ガ
エ
ル
雨
の
リ
ズ
ム
で
う
た
っ
て
る

鈴
木

謙
信

中
学
生
の
部

①
夏
つ
ば
め
し
ず
む
夕
陽
を
追
い
越
せ
ぬ

齊
藤

由
奈

②
新
緑
に
息
整
え
て
ま
た
走
る

長
瀬

真
生

③
今
日
だ
け
は
駅
が
に
ぎ
わ
う
夏
祭
り

大
橋
絵
里
菜

二
、

一
般
の
部

①
市
長
賞

②
市
議
会
議
長
賞

③
教
育

長
賞

④
文
化
協
会
長
賞

⑤
俳
句
協
会
長
賞
ま
で
を
掲
載
。

①
鍬
休
め
腰
を
伸
ば
せ
ば
観
雲

吉
良

省
三

②
蓮
根
掘
り
動
け
ぬ
ま
ま
の
遠
会
釈

牧
添

昌
秋

③
反
論
は
背
で
抗
ひ
毛
糸
編
む

山
崎

純
子

平
成
三
十
年
十
一
月
四
日

（
日
）
、
サ
ン
プ
ラ
ザ
市
原

に
於
い
て
檜
垣
梧
樓
先
生
を
主
選
に
迎
え
多
数
の
参
加
者

を
集
め
て
秋
の
好
天
を
一
日
俳
句
に
楽
し
ん
だ
。

成
績
は
左
記
の
通
り
。

兼
題
の
部

席
題
の
部

市
長
賞

内
田

聰
子

長
演

聰
子

俳
句
協
会
賞

重
岡

昌
子

池
田

正
子

市
議
会
議
長
賞

大
澤
ひ
ろ
み

内
田

聰
子

市
教
育
長
賞

佐
藤

陽
子

石
井
紀
美
子

文
化
祭
実
行
委
員
長
賞

伊
藤

泰
子

泉

志
眞
子

主
選
者
一
精
垣
橋
樓
先
生
特
選
句

兼
題
の
部

ラ
ラ
物
資
に
並
ぶ
日
が
来
る
、海
暑
か
な

並
木

邑
人

席
題
の
部

母
の
音
な
べ
て
い
と
し
く
秋
深
し

池
田

正
子

（西
澤
照
雄

記
）

第
六
十
五
回
柏
市
文
化
祭
俳
句
大
会

柏
市
俳
旬
連
盟
・
柏
市
文
化
祭
実
行
委
員
会
主
催
の
文

化
祭
俳
句
大
会
は
、
十
一
月
十
日
ア
ミ
ュ
ウ
ゼ
柏
に
お
い

て
、

八
十
七
名
の
参
加
を
得
て
盛
大
に
執
り
行
わ
れ
た
。

上
位
入
賞
者
の
代
表
句
は
、
次
の
通
り
。

招
待
選
者
・
会
長
・
顧
問
選

（敬
称
略
）
天
資
作
品

秋
尾

敏
選

後
ろ
手
に
消
灯
ボ
夕
ン
神
の
留
守

倉
持

梨
恵

鳴
戸
奈
菜
選

亡
き
母
の
居
間
に
変
ら
ぬ
冬
日
か
な

三
上

繁
夫

藤
岡
貞
夫
選

枯
蓮
己
の
影
を
杖
と
し
て

浦
野

五
郎

松
田
雄
姿
選

黄
落
に
狂
女
と
な
り
て
舞
は
む
か
な

井
上
け
い
子

入
資
者

（互
選
三
句
合
点
）
代
表
句

（〇
内
は
順
位
）

①
雁
や
新
元
号
へ
ず
ら
す
椅
子

茶
谷

静
子

②
枯
蓮
己
の
影
を
杖
と
し
て

浦
野

五
郎

③
日
本
を
背
開
き
に
し
て
野
分
行
く

須
藤

義
紀

④
今
朝
の
冬
手
放
す
ピ
ア
ノ
鳴
ら
し
け
り

上
田
久
美
子

⑤
疑
え
ば
き
り
な
い
噂
み
か
ん
割
る

山
中
と
み
子

⑥
ス
マ
ホ
か
ら
顔
あ
げ
て
見
よ
秋
が
行
く

田
村

隆
雄

⑦
茶
の
花
の
白
が
く
す
ぐ
る
ほ
ど
の
悔

青
木

一
夫

⑧
家
中
の
鏡
が
殺
気
立
つ
師
走

山
村

自
游

⑨
枯
轄
螂
カ
ン
ト
の
貌
で
首
傾
ぐ

藤
岡

貞
夫

⑩
も
め
ご
と
も
愚
痴
も
温
も
る
根
深
汁

椎
名

鳳
人

（柏
俳
句
連
盟

鈴
木

一
三
報
）

市
川
市
芸
術
祭

第
七
十
回
市
川
市
市
民
俳
句
大
会

期
日

平
成
三
十
年
十
一
月
二
十
三
日

（祝
）

会
場

全
日
警
ホ
ー
ル
八
幡
市
民
会
館
ホ
ー
ル

共
催

市
川
市
・
市
川
市
俳
句
協
会

四
季
雑
詠
、
一
組
二
句
。
出
句
五
一
八
句

上
位
入
資
作
品

（〇
内
は
順
位
）

①
栗
ご
は
ん
あ
の
世
こ
の
世
を
も
て
な
せ
り

安
藤
し
お
ん

②

一
生
の
い
ま
は
放
課
後
い
わ
し
雲

礒
貝

尚
孝

③
稲
を
刈
る
匂
ひ
平
和
の
に
ほ
ひ
か
な

中
山

皓
雪

④
蛇
穴
に
入
る
引
き
際
と
い
ふ
美
学

吉
澤

濱
子

、、、_
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⑤
家
の
灯
の
見
え
て
西
瓜
を
持
ち
直
す

田
原

陽
子

⑥
障
害
を
個
性
と
笑
む
子
竜
の
玉

澤
田
美
佐
子

⑦
ひ
よ
ん
の
笛
あ
き
ら
め
て
よ
り
鳴
り
に
け
り

栗
原

公
子

⑧
木
の
実
落
つ
敗
戦
知
ら
ぬ
兵
の
墓

大
橋

忍

⑨
秋
惜
し
む
頁
の
角
を
小
さ
く
折
り

栗
原

公
子

⑩
窯
変
天
目
か
な
か
な
の
し
み
と
ほ
る

広
海
あ
ぐ
り

①
月
光
に
も
つ
と
も
濡
れ
て
枯
山
水

中
村

世
都

⑫
虫
の
音
の
闇
に
鼓
動
の
あ
り
ぬ
べ
し

望
月

晴
美

⑬
絵
本
閉
づ
馬
車
は
南
瓜
に
戻
る
頃

木
村

美
翠

⑭
枯
蓮
の
使
ひ
切
つ
た
る
水
の
皺

柴
崎

英
子

⑮
ポ
ケ
ッ
ト
の
物
す
べ
て
出
し
夏
終
る

後
藤

基
隆

⑩
自
動
ド
ア
木
犀
の
香
の
さ
つ
と
入
る

楠
原

幹
子

⑰
秋
の
こ
ゑ
街
の
人
語
に
紛
れ
た
る

千
田

百
里

⑱
衣
被
ぼ
ろ
り
と
本
音
こ
ぼ
れ
け
り

宮
下

桂
子

⑩
明
日
を
信
ず
こ
の
大
い
な
る
月
仰
ぎ

望
月

晴
美

⑳
縄
文
の
墓
地
は
し
ろ
つ
め
く
さ
の
丘

松
林

依
子

（楠
原
幹
子
記
）

「響
:

娼

」
誌
創
刊
六
十
周
年
記
念
号
発
行

山
崎
聰
主
幸

「響
燈
」
は
、

昨
年
三
月
に
創
刊
六
十
周

年
を
迎
え
、
四
月
十
四
日

（土
）
東
京
・
竹
橋
の
如
水
会

館
に
て
記
念
俳
句
大
会
並
び
に
祝
賀
会
を
開
催
し
、
十
二

月
号
を
創
刊
六
十
周
年
記
念
号
と
し
て
発
行
。
主
宰
の
講

演
、

対
談
、

祝
文
、

句
集

『
流
沙
』

（山
崎
聰
著
）
の
特

集
等
を
掲
載
し
二
五
〇
頁
余
の
充
実
集
と
な
っ
た
。
慶
祝
。

記
念
俳
句
大
会
受
賞
者

一
位

絵
日
記
に
戻
る
二
頭
の
黒
揚
羽

栗
原

節
子

二
位

父
へ
母
へ
海
市
へ
繋
ぐ
黒
電
話

君
塚

惠
子

三
位

ば
ら
崩
る
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
ド
レ
ス
脱
ぐ
ょ
ぅ
に

波
多
野
真
代

（
「響
燈
」
十
二
月
号
よ
り
）

群
青
の
灘
に
富
士
在
す
初
句
会

新
人
賞

（第
二
十
三
回
）

宇
田
川
和
男

砂
町
の
居
酒
屋
に
着
く
春
の
果
（
「浮
巣
」

静

惠

和

男

一
月
号
よ
り
）

'

結

社

賞

「好
日

」
誌
創
刊
八
〇
〇
号
記
念
特
別
号
発
行

長
峰
竹
芳
主
宰

「好
日
」
は
、
昨
年
の
十
一
月
号
で
創

刊
八
〇
〇
号
に
達
成
し
、
こ
れ
を
記
念
し
て
一
七
〇
頁
余

の
大
冊
の
記
念
特
別
号
を
発
行
さ
れ
た
。
慶
祝
。

本
誌
は
合
同
句
集
の
変
遷
、
歴
代
主
宰
と
主
要
同
人

（
四
名
）
の
短
冊
を
口
絵
写
真
で
飾
り
、
諸
作
家
の
エ
ッ
セ

イ
、
「好
日
」
八
〇
〇
号
ま
で
の
歩
み
、
記
念
作
品
集
等
、

充
実
の
企
画
構
成
に
て
記
念
号
に
相
応
し
い
誌
と
な
っ
た
。

な
お
、

「好
日
」
八
〇
〇
号
記
念
全
国
大
会
が
十
一
月

二
十
三
日
、

上
野
精
養
軒
に
於
い
て
、

講
演
に
宇
多
喜
代

子
氏
を
迎
え
盛
大
に
執
り
行
わ
れ
た
。
当
日
の
模
様
は
同

誌
二
月
号
に
て
詳
細
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

（「好
日
」
十
一
・
二
月
号
よ
り
）

平
成
三
十
年
度

「好
日

」
三
資

好
日
賞

須
田
眞
里
子

花
野
ゆ
く
誰
も
が
少
し
不
仕
合
せ

眞
里
子

同
次
席

折
原
真
理
恵

パ
プ
リ
カ
の
空
洞
梅
雨
の
走
り
か
な

真
理
恵

青
雲
賞

藤
田
由
起

湯
豆
腐
は
今
日
の
仮
面
を
取
つ
て
か
ら

由

起

同
次
席

飯
島
冨
美

子
に
送
る
隙
間
な
き
荷
や
観
雲

冨

美

白
雲
賞

広
畑
美
千
代

帽
子
屋
の
大
き
な
鏡
パ
リ
ー
祭

美
千
代

（
「好
日
」
十
一
月
号
よ
り
）

平
成
三
十
年
度

「浮
巣
資

」

浮
巣
賞

（第
二
十
三
回
）

高
橋
ま
ゆ
み
・

中
澤
静
惠

そ
そ
り
立
つ
八
ヶ
岳
の
雪
渓
湖
青
し

ま
ゆ
み

平
成
三
十

一
年
沖
・

結
社
賞

沖

賞

（第
四
十
七
回
）

望
月
晴
美
・
田
辺
博
充

雪
掻
き
す
白
に
と
て
つ
も
な
き
重
さ

晴

美

く
に
さ
き
や
銀
河
し
づ
か
に
氾
濫
す

博

充

珊
瑚
賞

（第
四
十
一
回
）

大
沢
美
智
子
・
内
山
花
葉

ま
だ
濡
れ
て
る
る
春
筍
の
鍬
の
あ
と

美
智
子

武
蔵
野
の
沸
点
桜
ふ
ぶ
き
か
な

花

葉

新
人
賞

（第
四
十
七
回
）

稗
田
寿
明
・
栗
坪
和
子

遺
伝
子
の
旅
の
は
じ
ま
り
草
の
絮

寿

明

命
あ
ま
さ
ず
生
き
よ
と
波
郷
冬
木
佇
つ

和

子

（
「沖
」
一
月
号
よ
り
）

平
成
三
十
年
度

「野
火
」
三
賞

野
火
賞

阿
部
誠
文
・
伊
藤
恭
子

'

双
眼
の
月
一
つ
に
て
一
期
不
会

誠

文

秋
風
や
馬
に
た
て
が
み
鳥
に
羽

恭

子

新
人
賞

熊
谷
幸
恵

風
穴
を
胸
の
あ
た
り
に
觸
雲

幸

恵

青
霧
賞

大
越
秀
子

診
察
室
ド
ア
の
鍵
穴
暮
早
し

秀

子

（
「野
火
」
一
月
号
よ
り
）

平
成
三
十
年
度

「ろ
ん
ど
」
各
賞

ろ
ん
ど
功
労
賞

村
田
岳
洋
・
古
川
青
蛾

初
凪
の
姿
見
へ
ね
ど
声
聞
こ
ゆ

岳

洋

一兀
朝
の
橋
で
見
て
い
る
鷲
は
白

青

蛾

ろ
ん
ど
賞

小
幡
喜
世
子
・
渡
部
次
代

行
く
秋
や

一
人
娘
を
嫁
に
出
し

喜
世
子
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便
り
な
き
子
に
も
上
ら
ん
け
ふ
の
月

次

代

ろ
ん
ど
新
人
賞

束
條
さ
く
ら
子

招
か
れ
て
九
人
と
犬
の
芋
煮
会

さ
く
ら
子

奨
励
賞

尾
形
誠
山
・
牧
野

慶

苔
寺
の
無
音
を
聴
く
や
心
字
池

誠

山

朝
焼
け
の
ビ
ル
孤
高
な
り
秋
深
し

慶

（
「ろ
ん
ど
」
十
二
・

一
月
号
よ
り
）

平
成
三
十
年
度

「夏
日
」
特
別
作
品
入
賞

（一
席
～
五
席
）

持
ち
古
り
し
手
鏡
に
疵
小
春
か
な

河
野

悦
子

水
墨
の
銀
の
額
縁
涼
新
た

佐
藤

弘
子

川
べ
り
に
自
転
車
止
め
る
え
の
こ
草

渡
辺

紀
子

高
階
の
窓
の
明
け
暮
れ
雁
渡
し

古
在

路
子

自
秋
の
掌
に
納
ま
り
し
志
野
茶
碗

丸
澤

孝
子

（
「夏
日
」
三
四
四
号
よ
り
）

●
句
集

『
ひ
と
り
遊
び
』

小
澤

冗

著

「鴫
」
創
刊
同
人
。
同
誌
の
編
集
部
で
ご
活
躍
の
著
者

の
第
一
句
集
。
平
成
十
二
年
か
ら
三
十
年
ま
で
の
三
〇
六

句
を
収
載
。
増
成
栗
人
主
宰
が
帯
文
を
、
跋
を
谷
口
摩
耶

編
集
長
が
執
筆
の
待
望
の
第

一
句
集
。

市
川
市
生
れ
、

松
戸
市
在
住
。

「鴻
」
吟
行
二
十
句
競

詠
第

一
位
、

「鴻
」
特
別
功
労
賞
受
賞
、

俳
人
協
会
会
員
。

茶
が
咲
い
て
ひ
と
り
遊
び
と
い
ふ
齢

呟
き
の
泡
を
吐
き
た
る
田
螺
か
な

妻
の
こ
ゑ
忘
れ
ぬ
や
う
に
浮
い
て
来
い

（平
成
30
年
9
月
発
行
・
俳
句
ア
ト
ラ
ス
）

●
句
集

『
ひ
か
り
の
器
』

望
月
晴
美

著

o

-l-
だ
き

．

o

「沖
」
同
人

句
集

『
要
滝
』

に
次
ぐ
第
二
句
集

平
成
十
六
年
か
ら
か
ら
三
十
年
ま
で
の
作
品
三
四
五
句

を
収
載
。
序
文
に
て
能
村
研
三
主
宰
が
、

詩
的
感
覚
の
素

晴
ら
し
さ
を
称
え
る
。
旧
満
州
、
新
京
生
れ
市
川
市
在
住
。

「沖
」
珊
瑚
賞
・
功
労
賞
受
賞
。
俳
人
協
会
会
員
。

海
と
い
ふ
ひ
か
り
の
器
鳥
渡
る

雪
掻
き
す
白
に
と
て
つ
も
な
き
重
さ

紫
陽
花
は
心
の
か
た
ち
ま
る
く
咲
き

（
平
成
30
年
10
月
発
行
・
角
川
文
化
振
興
財
団
）

県
内
吟
行
地
紹
介

第188号

冬
も
暖
か
な
鋸
南
町
に
春
の
訪
れ
は
早
い
。
賴
朝
桜

と
し
て
、
二
月
初
旬
に
は
、

保
田
川
沿
い
、

山
峡
の
佐

久
間
ダ
ム
湖
畔
に
咲
き
揃
う
河
津
桜
の
紅
が
、

一
万
四

千
本
余
の
花
の
霞
と
も
町
全
域
を
埋
め
尽
す
様
は
、

豊

満
で
漂
泊
の
心
を
誘
う
。
十
二
月
既
に
開
く

「を
く
づ

れ
水
仙
郷
」
の
水
仙
と
梅
の
香
を
残
し
つ
つ
春
は
長
け

て
ゆ
く
。

鋸
山
は
全
て
寺
域
で
あ
り
、

行
基
を
開
祖
と
す
る

「日
本
寺
」
に
は
、
磨
崖
大
仏
、
五
百
羅
漢
石
像
群
、

石
切
り
場
跡
の
地
獄
の
そ
き
な
ど
の
奇
観
と
共
に
、

文

人
碑
文
も
残
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
よ
り
、
安
藤
広

重
、
小
林
一
茶
、
正
岡
子
規
、
夏
目
漱
石
な
ど
、

文
人

墨
客
の
周
遊
地
と
し
て
、

温
和
な
風
光
が
賞
で
ら
れ
て

き
た
。
殊
に
浮
世
絵
の
開
祖
菱
川
師
宣
は
、

「見
返
り
美
人

図
」
を
以
て
、

元
禄
の
町
人
風
俗
を
描
い
た
。
記
念
館

が
道
の
駅

「き
ょ
な
ん
」
の
一
角
を
占
め
る
。
道
の
駅

「保
田
小
学
校
」
は
、

都
市
交
流
施
設
と
し
て
、
生
活

文
化
の
香
を
伝
え
て
い
る
。

弓
な
り
の
海
岸
線
の
美
し
い
、

東
京
湾
越
し
の
富
岳

は
絶
景
の
名
に
適
う
。
安
房
上
陸
の
機
を
得
て
、
再
起

の
開
幕
を
果
し
た
源
賴
朝
で
あ
る
が
、

鎌
倉
三
代
の
志

も
、

武
士
の
花
に
通
じ
る
と
感
懐
を
も
っ
て
年
の
花
を

仰
ぎ
見
る
。

（
「馬
酔
花
」
同
人
・
伊
丹
さ
ち
子
記
）

文
協
俳
句
サ
ー
ク
ル
五
周
年
記
念

●
句
集

『
松
風

特
選
句
集
』

三
枝
か
ず
を

監
修

三
枝
か
ず
を
氏
を
指
導
者
に
富
津
市
文
化
協
会
の
サ
I

ク
ル
活
動
と
し
て
平
成
二
十
五
年
七
月
に
創
設
さ
れ
た
俳

句
サ
ー
ク
ル

「松
風
」
の
五
周
年
記
念
号
で
あ
る
。
本
誌

は
俳
句
会
の
五
年
間
の
特
選
句

（選
者
三
枝
か
ず
を
・
三

枝
ふ
み
代
・
増
田
善
昭
他
）
の
み
を
収
載
、
序
に
か
え
て

を
三
枝
氏
が
執
筆
。
特
選
句
集
だ
け
に
何
処
か
ら
読
ん
で

も
佳
句
に
出
会
え
る
二
六
五
頁
の
斬
新
な
句
集
で
あ
る
。

梅
雨
寒
や
松
に
収
め
し
鵜
の
翼

三
枝
か
ず
を

梅
雨
晴
の
雲
う
す

〈
と
美
し
き

三
枝
ふ
み
代

漁
船
み
な
泥
に
揚
り
て
大
旱

増
田

善
昭

父
の
日
や
一
国
鉄
マ
ン
全
う
す

川
崎

直
子

い
つ
の
間
に

一
番
星
や
赤
と
ん
ぼ

羽
矢

眞
人

水
遊
び
す
る
子
の
見
せ
し
腕
の
泥

旗
詠

一
瑳

捨
て
舟
を
囲
め
る
草
の
昼
の
虫

平
野
ふ
き
子

山
椒
の
芽
刺
の
狭
間
の
薄
み
ど
り

伯
ヶ
部
喜
久
男

（
平
成
30
年
10
月
発
行
・
文
協
俳
句
サ
ー
ク
ル
）

、、_
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●
句
集

『
鼓
動
一一一

加
藤
峰
子

著

「鴫
」
同
人
・
鴫
俳
句
会
事
務
局
長
、

当
協
会
副
事
務

局
長
を
務
め
る
著
者
の
第
二
句
集
。
平
成
二
十
年
か
ら
三

十
年
ま
で
の
三
七
〇
句
を
収
載
。
高
橋
道
子
代
表
が
帯
文

を
、

章
の
扉
に
尾
崎
茂
代
氏
の
押
絵
を
配
す
。

一
昨
年
急

逝
さ
れ
た
夫
へ
捧
げ
る
書
と
な
っ
た
。
鴎
新
人
賞
・
鴫
賞

受
賞
。
俳
人
協
会
会
員
。
旬
集

『
ジ
ェ
ン
ダ
I
論
』
。

辛
夷
咲
く
明
日
へ
と
続
く
空
の
色

月
光
や
働
く
靴
は
夜
古
ぶ

今
日
か
ら
は
初
冬
の
海
と
い
ふ
鼓
動

（
平
成
30
年
11
月
発
行
・
文
學
の
森
）

認
知
妻
を
探
し
歩
く
や
年
の
暮

夫
と
行
く
五
段
の
滝
に
紅
葉
映
ゆ

胎
蔵
も
金
剛
界
も
柿
紅
葉

月
今
宵
波
打
ち
際
へ
二
歩
三
歩

浜
辺
齋
藤
藤
野
小
林

功
淑
子
武
彦
良
作

★
千
葉
県
俳
句
作
家
協
会
運
営
基
金
の
お
願
い

千
葉
県
俳
句
作
家
協
会
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
、

運

営
基
金
を
募
集
致
し
ま
す
。
皆
様
の
積
極
的
な
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◇

一
口

二
千
円

◇

送
付
先

千
葉
県
俳
句
作
家
協
会
基
金
口

郵
便
振
替

〇
〇
一
四
〇

1
〇
-

七
九
二
〇
八
三

基
金
に
ご
協
力
頂
い
た
方
の
ご
芳
名
を
会
報

「真
木
」
に
記
し

領
収
に
替
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

基
金
御
礼

（一
月
三
十
日
現
在
）

木
之
下
み
ゆ
き

野
口

養
子

久
染

康
子

相
原

一
枝

（
以
上

八
口
、
一
万
六
千
円
）

★
年
会
費
納
入
の
お
願
い

三
十
年
度
ま
で
の
年
会
費
未
納
の
方
は
、

協
会
の
円

滑
な
運
営
の
た
め
、
お
早
め
の
納
入
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

郵
便
振
替
の
口
座
番
号
は
次
の
と
お
り
で
す
。

振
替
口
座
=
〇
〇
一
五
〇
1
六
-
三
五
二
三
四
四

あ
び
こ

（三
三
九
号
）

新
緑
の
一
句
カ
ー
テ
ン
揺
ら
し
来
る

染
谷

卓

い
に
は

（
一
月
号
）

蓑
虫
の
夜
は
密
使
と
な
る
な
ら
む

村
上
喜
代
子

浮
巣

（二
月
号
）

生
き
ず
り
の
江
戸
大
神
楽
年
惜
し
む

大
木
さ
つ
き

沖

（一
月
号
）

哲
学
の
道
や
沈
思
の
は
ぐ
れ
鴨

能
村

研
三

音
信

（一
月
号
）

猪
座
流
星
群
佳
き
夢
結
べ
春
二
日

自
鳥
紅
星
子

か
ず
さ
ホ
ト
ト
ギ
ス
（
五
九
五
号
）
松
風

（六
四
号
）

蹴
る
や
ぅ
に
落
葉
を
踏
ん
で
急
ぎ
け
り

三
枝
か
ず
を

響
一婚
（二
月
号
）

病
院
の
十
一
月
の
長
廊
下

山
崎

聰

草
の
実

（
一
月
号
）

不
条
理
の
こ
と
ご
と
理
も
れ
年
つ
ま
る

逸
見

真
三

原
人

（一
月
号
）

葉
牡
丹
は
物
言
は
ぬ
花
気
負
ひ
な
し

昼
間
た
っ
お

鴻

（
一
月
号
）

萩
尾
花
風
を
一
つ
に
し
て
る
た
り

増
成

栗
人

好
日

（二
月
号
）

蜜
柑
剥
く
指
文
脈
が
繋
が
ら
ぬ

長
峰

竹
芳

雑
草

（
一
月
号
）

風
評
の
街
な
り
夜
霧
の
包
囲
網

実
籾

繁

鴫

（一
月
号
）

青
黒
き
空
の
研
ぎ
あ
ぐ
冬
三
日
月

高
橋

道
子

軸

（一
月
号
）

木
枯
の
後
ろ
姿
は
海
で
あ
る

新
暦

（三
九
〇
号
）

柔
日
洩
れ
山
王
さ
ま
の
節
分
会

-願
祭

（一
月
号
）

ほ
ん
の
り
と
浪
の
穂
揺
ら
ぐ
初
明
り

夏
日

（三
四
四
号
）

一
木
に

一
念
雪
の
降
り
は
じ
む

野
火

（
一
月
号
）

元
旦
や
蠅
も
そ
こ
ら
を
飛
び
ま
は
り

半
島

（終
刊
号
）

奥
様
の
お
手
を
ど
う
ぞ
と
舞
う
紅
葉

秋
尾

敏

中
路

素
童

本
田

攝
子

望
月

百
代

管
野

孝
夫

武
田

和
郎

（次
号
へ
続
く
）

事
務
局
日
誌

◆
第
四
回
理
事
会

（出
席
者
二
十
二
名
）

日
時

11
月
17
日

（土
）
14
時
か
ら
16
時

会
場

千
葉
市

「ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ
菜
の
花
」

議
事

1

第
60
回
千
葉
県
俳
句
大
会
報
告
及
び
反
省

2

平
成
30
年
度
流
山
吟
行
会
報
告
及
び
反
省

3

第
4
回
千
葉
県
俳
句
大
賞
に
つ
い
て

4

第
33
回
千
葉
県
俳
句
作
家
協
会
賞
に
つ
い
て

5

平
成
31
年
新
春
交
流
会
に
つ
い
て

6

会
報

「真
木
」
一
八
八
号
に
つ
い
て

7

基
金
入
金
状
況
に
つ
い
て

8

そ
の
他
、
事
務
局
報
告

他

会
員
異
動

新
会
員

浜
辺

功

（東
金
市
）

齋
藤

淑
子

（東
金
市
）

藤
野

武
彦

（千
葉
市
）

小
林

良
作

（
千
葉
市
）

会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
に
感
謝
し
、

ま
す
ま
す
の
ご
健

吟
、

ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
紀
美
子
）
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誌
代

（隔
月
刊
）

一
年

四
〇
〇
〇
円

〒
270
-

1138

我
孫
子
市
下
ヶ
戸
二
八
五

T
E
L

〇
四

1
七
一
八
二
1
四
四
四
一

郵
振
替

〇
〇
一
〇
〇
1
四
-
一
八
九
〇
七
四

あ
び
こ
俳
句
同
好
会

発
行
所

m
0087
松
戸
市
三
矢
小
台

二
i
四
i
一

六
谷
口
方

電

話

〇
四
七
i
三
六
三
i
四
五
〇
八

F
A
X
〇
四
七
i
三
六
六
1

五
一

一

〇

◆
誌
代
/
年
間
一

二
、
〇
〇
〇
円

俳
誌

あ
び
こ

主
幸

染
谷

卓

「鴻」俳句会

主宰 増成栗人

心
を
満
た
す
俳
句

師系 角川源義 吉田1]島司

路
ス

〔

お
き

一
ン

誌

サッ

l

-f-

ネ

月

ル

一

「
句俳
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技
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主
字

昼
間
た
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お

誌
代

一
年

一
二
、
〇
〇
〇
円

●

2
発
行
所

原
・

人
a一一
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千
葉
市
中
央
区
浜
野
町
四
〇
七
i
十
六

T
E
L
・
F
A
X
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四

三
-

二
六
五
-

四

三
三
三

振
替
口
座
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号
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〇
一
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八
五
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現
代
俳
句
同
人
誌

師
系

金
子
兜
太

遊

牧

代
表

塩
野
谷

仁

同
人
費

一
年

二
〇
〇
〇
〇
円

誌
友
費

一
年

六
〇
〇
〇
円

m
0033

船
橋
市
本
郷
町
五
〇
七
i
一

，二
，一 :
〇
七

遊
牧
俳
句
会

電

話

〇
四
七
-
三
三
六

，一
〇
八
一

F
A
X
〇
四
七
i
三
一
五
-
七
七
三
八

h
t
t
P
:

/
/
s
h
i

9
i

，

人
間
の
総
量
を

代
表

高
橋
道
子

島

創
刊

田
中
午
次
郎

国

再
刊

伊
藤
白
潮

誌
代

一
ヶ
月

一
、〇
〇
〇
円

（
送
料
共
）

一

年

一
二
、〇
〇
〇
円

〒
2n
0827

柏
市
松
葉
町
四

，七
，二
，三
〇
五

荒
木
甫
方

鴫

発

行

所

電
話

〇
四

，七
一
三
三

，七
六
三
二

振
替

〇
〇
一
八
〇

，四
，六
一
五
七
二

〒
批

0042

千
葉
市
花
見
川
区
花
島
町
四
三
二

，一
〇

ろ

ん

ど
発
行
所

電
話
・
F
A
X

〇
四
三
-

二
五
八

，〇
一
一
一

本
部
〒
m
0023
束
京
都
杉
並
区
上
井
草
一
，二
八
-

二

振
替

〇
〇
一
五
〇
i
九

，七
〇
二

一
〇
七

ろ
ん
ど

創
刊

鳥
居
お
さ
む

主
宰

す
ず
き
巴
里

誌
代

一
年

一
二
〇
〇
〇
円

創
刊
二
十
五
周
年

俳
句
文
芸
の
真
・
新
・
深
を
志
す


